
組合員各位 
 

第 58 回通常総代会の決議報告 
 
 

日 時：令和 3 年 6 月 22 日（火）午後 2時 

場 所：愛知県医師会館 9 階大講堂 

 

 

第 1 号議案  第 58 期(令和 2 年 4 月 1日から令和 3 年 3 月 31 日まで)事業報告及

び計算書類等(貸借対照表・損益計算書・剰余金処分案)*1 承認の件 

 

        原案の通り承認可決され、期末出資配当金は 1 口あたり 800 円と

決定いたしました。 

 

 

第 2 号議案  令和 3 年度事業計画*2 及び収支予算(案)承認の件 

 

               原案の通り承認可決されました。 

 

以 上 



第 3 年 3 日現在） 貸　借　対　照　表
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信 用 組 合 名 愛 知 県 医 師 信 用 組 合
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令和 2 年 4 月 1 日 から

令和 3 年 3 月 31 日 まで

3 年 4 月 27 日　作成

3 年 6 月 7 日　備付

千円

（注）  １．記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
 ２．出資１口当たりの当期純利益　32,428円96銭
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0

名古屋市中区栄四丁目14番 28号

そ の 他 の 業 務 費 用 20

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 15,552
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222,702,333

71,550,940
151,151,393

－

165,168,844

660,000

3,658,888

10,849,956

150,000,000

57,533,489

（単位：円）

当 期 未 処 分 剰 余 金

繰 越 金 （ 当 期 首 残 高 ）

特 別 積 立 金

当 期 純 利 益

事 業 の 利 用 分 量 配 当 金
（ 預 金 利息 100 円 に つ き 20 円 ）

剰　余　金　処　分　

繰 越 金 （ 当 期 末 残 高 ）

目 的 積 立 金 取 崩 額

剰 余 金 処 分 額

利 益 準 備 金

出 資 配 当 金
（ 年 8 ％ の 割 合 ）



＊2 令和 3 年度事業計画の概要（令和 3年 4月 1日から令和 4年 3月 31 日まで） 

 

 (骨子) 

 当組合の将来ビジョンに到達するための第二ステップとして策定した「第

四次中期経営計画(令和 2年度～令和 4年度)」の達成に向けて、役職員全

員で注力してまいります。 

 日銀によるマイナス金利政策導入以降、金融機関を取り巻く経営環境の厳

しさが不変である中、当組合の経営理念である医業の発展に寄与すべく、

健全で堅実な経営を継続してまいります。 

 

 (重点課題) 

 

(1) 経営基盤の拡充～新規組合員数の増加 

   当組合設立以来のお取引をいただいている先生方がご高齢となり廃業等に伴う脱退が避け

られない中、業容の拡大均衡を図っていくためには、組合員数の増加が肝要であり、愛知県

医師会、郡市区医師会との連携を強化していくとともにホームページ等の広告媒体を有効に

活用した認知度向上施策を積極的に展開し、組合員数の増加に努めてまいります。特に将来

の柱と位置付けられる後継者及び勤務医、研修医の組合加入を一層推進してまいります。 

   

(2) 安定した収益基盤の確保 

マイナス金利に代表される金融緩和政策の継続により、資金運用利回りの改善が見込めな

い中、生き残りを賭けた地元金融機関との競争が激化しておりますが、当組合の特徴である

極めて柔軟な対応を迅速に実行し、ビジネスチャンスの獲得に努めてまいります。 

また、従来からコスト削減に努めてまいりましたが、経常収入の増加が期待できない状況

が続くことから、厳正なる収益管理の下、役職員全員がコスト意識を高く持ち、投資効果を

重視した運用を徹底してまいります。 

  

(3) お客様満足度の向上～お客様本位の業務運営 

当組合が存立していくためには、医師であるお客様からの期待に応え続けていくことが、

最も重要なテーマであると考えております。お客様が、当組合に対し何を期待されているの

か、何を望んでおられるのかを十分理解したうえで、お客様本位の業務運営を徹底してまい

ります。また、役職員一人一人が正確で、迅速な応対を自律的に実践し、お客様の期待を超

えるサービスを実現できるよう日々努めてまいります。 

 

(4) コンプライアンスの遵守、サイバーセキュリティ対策 

当組合が金融機関としての社会的責任と公共的使命を全うし、お客様からのゆるぎない信

頼を得られ続けていくためには、国内外のあらゆる法令や社会的規範等を厳格に遵守し公正

かつ堅実に行動していくことが求められております。特に国際的にも強く要請されているマ

ネー・ローンダリング及びテロ活動に対する資金供与の防止を重要な経営課題と認識し、経

営陣による主体的関与の下、適切な内部管理態勢を構築してまいります。 

また、お客様の大切なご預金と情報を適切に管理していくため、サイバーセキュリティ対

策につきましても重要な経営課題として位置付けし、様々な対策を進めてまいります。 

以上 


